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航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地

（
寺
﨑
隆
行
司
令
）
の
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
12

月
３
日
、
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー

ル（
千
歳
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
）大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
航
空
自
衛
隊
北
部

航
空
音
楽
隊
が
吹
奏
楽
曲
や

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
を
披

露
し
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す

約
１
２
０
０
人

の
観
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
北
部
航
空
音

楽
隊
は
航
空
自

衛
隊
三
沢
基
地

を
本
拠
地
と

し
、
青
森
、
秋

田
、
岩
手
お
よ

び
北
海
道
を
中

心
に
年
間
約
１

２
０
回
の
演
奏

活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
同
音
楽

隊
隊
長
の
山
本

史
月（
し
つ
き
）

１
等
空
尉
と
演

奏
班
長
の
五
味

渕
敦
１
等
空
尉

が
指
揮
を
担
当
。
２
部
構
成

の
第
１
部
は
、
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
航

空
中
央
音
楽
隊
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
奏
者
が
作
曲
し
た「
イ
ン

フ
ィ
ニ
テ
ィ
〜
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
為
に
〜
」か
ら
ス

タ
ー
ト
。
３
曲
目
に
は
、
三

小
田
宏
３
等
空
曹
の
独
奏
で

「
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
協
奏
曲
第

２
番
ロ
短
調
よ
り
」が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
吹
奏
楽
の

作
編
曲
者
と
し
て
有
名
な
鈴

木
英
史
氏
編
曲
の「
ク
リ
ス

マ
ス
・
メ
ド
レ
ー
」が
演
奏

さ
れ
、
会
場
は
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

２
部
の
最
後
に
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」の
劇
中
歌

と
し
て
有
名
な「
マ
イ
・
フ

ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
・
シ
ン
グ

ス
」を
ジ
ャ
ズ
ワ
ル
ツ
の
リ

ズ
ム
に
乗
せ
て
合
奏
し
ま
し

た
。

　
終
演
後
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
に
感
動
し
た
観
衆
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、

ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
航
空
自

衛
隊
行
進
曲「
空
の
精
鋭
」

な
ど
２
曲
を
披
露
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

（
編
集
部　
𠮷
金
）

　
更
生
保
護
関
係
受
賞
者
祝

賀
会
が
12
月
７
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
千

歳
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
千

歳
市
保
護
司
会
、
千
歳
更
生

保
護
女
性
会
、
千
歳
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
が
主
催
し
、
更
生
保
護
活

動
に
お
い
て
平
成
30
年
度
表

彰
を
受
け
た
８
個
人
１
企
業

を
た
た
え
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
千
歳
市
保
護
司
会

の
村
上
洋
子
会
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て「
地
域
と
つ

な
が
り
、
行
政
指
導
の
も
と

に
、
安
心
・
安
全
な
街
づ
く

り
の
た
め
に
一
役
買
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い

て
受
賞
者
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
個
人
と
企
業
の
代
表
者

３
人
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
千
歳
市
社
会
福
祉
功
労

者
表
彰
を
受
け
た
丸
山
成
士

保
護
司
は「
保
護
司
と
し
て

の
活
動
も
23
年
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
横
田
隆

一
副
市
長
は「
犯
罪
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
、
見
守
り
が
大

切
で
す
。
皆
様
の
多
岐
に
わ

た
る
活
動
に
敬
意
を
表
し
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

（
編
集
部　
𠮷
金
）

　
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

【
個
人
】

▽
千
歳
市
社
会
福
祉
功
労
者

表
彰　
丸
山
成
士
▽
法
務
大

臣
表
彰　
橋
爪
光
子
▽
全
国

保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰　

曽
根
靖
秋
▽
北
海
道
地
方
更

生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰　

高
橋
正
、
青
山
一
三
▽
北
海

道
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
感
謝
状（
内
助
功
労

者
・
す
ず
ら
ん
賞
）　

五
十

嵐
隆
子
▽
北
海
道
地
方
保
護

司
連
盟
会
長
表
彰　
愛
澤
義

明
▽
札
幌
保
護
観
察
所
長
表

彰　
竹
腰
孝
橘

【
企
業
】

▽
札
幌
保
護
観
察
所
長
感
謝

状（
協
力
雇
用
主
会
）　

株

式
会
社 

生
杉
工
務
店

　

千
歳
市

が
募
集
し

た「
男
女
共

同
参
画
社

会
づ
く
り

標
語
」
の
表

彰
式
が
こ

の
ほ
ど
、
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
千
歳
市
企
画
部

市
民
協
働
推
進
課
男
女
共
同

参
画
推
進
係
が
主
催
。
標
語

は
、
市
内
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
募
集
。
17
校
か
ら

８
８
８
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
１
作
品
、
優

秀
賞
２
作
品
、
入
選
14
作
品

の
計
17
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
表
彰
式
で
は
、
千
歳
市
の

伊
賀
宗
徳
企
画
部
長
が「
男

女
の
壁
を
越
え
て
、
一
人
ひ

と
り
を
尊
重
し
、
次
の
世
代

を
担
っ
て
い
く
と
い
う
思
い

を
力
強
く
表
現
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
非
常
に
感
心
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

男
女
が
共
に
認
め
合
い
、
支

え
合
う
社
会
づ
く
り
へ
の
参

画
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
。
続
い
て
、
受
賞
者

に
対
し
賞
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
千
歳

第
二
小
学
校
６
年
の
滝
沢
来

瞳（
く
る
み
）
さ
ん
の
作
品

は「
男
女
の
差　
な
く
し
て

広
げ
る　

み
ん
な
の
輪
」。

優
秀
賞
は
、
日
の
出
小
６
年

の
梅
木
か
お
り
さ
ん
の
作
品

「
助
け
合
い　
男
女
が
協
力

　

優
し
い
未
来
」、
祝
梅
小

６
年
の
伊
東
和
輝
さ
ん
の
作

品「
支
え
合
い　
男
女
が
共

に　
生
き
る
未
来
」が
選
ば

れ
ま
し
た
。

（
編
集
部　
葉
多
埜
）

　

入
選
に
選
ば
れ
た
方
々

は
、
以
下
の
通
り
。（
敬
称

略
）

野
本
優
羽（
千
歳
小
）、
中
塚

楓
香（
北
進
小
）、
片
山
勝

平（
北
栄
小
）、
髙
橋
結
衣
菜

（
末
広
小
）、
米
田
海
渡（
緑

小
）、
今
井
結
菜（
駒
里
小
）、

吉
田
輝
星（
支
笏
湖
小
）、
小

畑
楓（
信
濃
小
）、
髙
岸
栄
太

郎（
高
台
小
）、
今
雪
馨（
東

小
）、
岡
野
隼
人（
桜
木
小
）、

作
左
部
永
琉（
向
陽
台
小
）、

荒
木
唯
花（
北
陽
小
）、
杉
村

一
歌（
泉
沢
小
）

男女共同参画社会づくり
標語コンクール表彰式

更
生
保
護
関
係
受
賞
者
祝
賀
会

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
に

航空自衛隊千歳基地
クリスマスコンサート


